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証券経済学会第 96 回全国大会自由論題報告者募集のご案内とお願い 

 

拝啓 学会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

2024 年 9 月 14 日（土）・15 日（日）の両日、証券経済学会第 96 回全国大会を南山大学経済学部（名古屋キ

ャンパス）において完全対面形式で開催いたします。 

つきましては、当日の「自由論題報告」の募集をいたします。自由論題報告をご希望の会員は、下記の申込要

領に従い、2024 年 7 月 7 日（日）までに、ご応募下さいますようお願い申し上げます。報告日時に関しまして

はプログラム委員会にご一任ください。 

なお、自由論題報告は対面形式にて行う関係上、申込時にご記載いただきます希望討論者に関しましても、会

場にお越しいただける方にご依頼ください。 

また本大会では、証券市場論や金融論の分野における若手研究者の育成と相互交流を目的として、「院生セッ

ション」を設ける予定です。大学院生会員の皆様の積極的なご応募をお待ちしておりますとともに、大学院生を

指導されている先生におかれましては大学院生への周知と実際の応募へのご協力を頂けますと幸いです（応募が

採択された場合は学会への入会が必要となります）。詳細は、下記【院生セッション応募条件】をご覧ください。 

皆様の積極的なご応募をお待ち致しますと同時に、ご協力を賜れますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

【申込要領】 

下記の事項を明記および添付の上、学会事務局にメールでご応募いただけますようお願いいたします。 

① お名前 

② ご所属 

③ 報告タイトル 

④ 希望討論者（ご本人からの承諾を得ていただけますようお願い致します） 

⑤ 報告要旨添付（A4 で 1 枚（1000 字）程度で作成した要旨の PDF または Word ファイルをメールに添

付） 

※大学院生の場合は、報告要旨に加え報告の基になるフルペーパーを添付してください。なお、院生セッシ

ョンでの報告を希望される場合は【院生セッションの応募条件・応募要領】でお申し込みください（院生会

員であっても院生セッション以外で報告をご希望の場合は、通常通りの申し込み要領でご応募ください）。 

 

応募先メールアドレス：sess-jimu@jsri.or.jp（証券経済学会事務局） 

 

 自由論題報告の可否は、8 月上旬に学会事務局よりメールにてご連絡いたします。また、報告者には 9 月 7

日（土）までに、報告資料等のご提出をお願いいたします。この日までにご提出が無かった場合、報告辞退

として取り扱わせていただきますのでご了承ください。 

※ 学会年報投稿規定による査読をご希望の方は、院生であるか否かを問わず申込時にフルペーパーをご提出下



さい。その場合、公平性を担保するため討論者は学会年報編集委員が決定します。 

※ 応募者が多数の場合は、プログラム委員会にて選考をすることがあります。ご希望に添えないこともござい

ますので、予めご容赦下さい。 

※ 質問等ございましたら学会事務局までメールを送ってください。その場合、時間に余裕をもって送信して下

さい。 

 

【院生セッションの応募条件・申込要領】 

【条件】 

 40 才未満の大学院生（修士課程、博士課程、専門職コース等を問わず） 

 

【応募】 

下記の事項を明記および添付の上、学会事務局にメールでご応募いただけますようお願いいたします。 

① お名前 

② ご所属 

③ 報告タイトル 

④ 報告要旨とフルペーパー添付 

（A4 で 1 枚（1000 字）程度で作成した要旨、20,000 字以内で作成したフルペーパーの両方を PDF ま

たは Word ファイルでメールに添付）。 

⑤ 院生セッションでの報告希望の有無 

※討論者はプログラム委員で指名します。 

 

応募先メールアドレス：sess-jimu@jsri.or.jp（証券経済学会事務局） 

 

【報告助成】 

報告者には交通費（実費、上限 1 万円）の補助がなされます。 

 

【その他】 

 報告応募が採択された場合には、8/14 までに入会手続きを行ってください。自由論題報告の可否は、8 月

上旬に学会事務局よりメールにてご連絡いたします。また、報告者には 9 月 7 日（土）までに、報告資料等

のご提出をお願いいたします。この日までにご提出が無かった場合、報告辞退として取り扱わせていただき

ますのでご了承ください。 

※ 応募者数が院生セッション設定の最低数に満たない場合、通常の自由論題報告セッションにまわっていただ

くことがあります（その場合でも交通費補助が適用されます）。 

※ 学会年報投稿規定による査読をご希望の方は、院生であるか否かを問わず申込時にフルペーパーをご提出下

さい。その場合、公平性を担保するため討論者は学会年報編集委員が決定します。 

※ 応募者が多数の場合は、プログラム委員会にて選考をすることがありますので、予めご容赦下さい。 

※ 質問等ございましたら学会事務局までメールを送ってください。その場合、時間に余裕をもって送信下さい。 

以上 


